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2022 年 6 月吉日 

ご支援いただいている皆様へ 

認定 NPO 法人 環境リレーションズ研究所 

理事長  鈴木 敦子 

 

2022 年 3 月期活動報告に代えて 
 

認定 NPO 法人環境リレーションズ研究所は 19 期目の決算を完了し、核となる活動「プレゼントツリー

（Present Tree）」は 2005 年 1 月に始動してから、17 周年を迎えることができました。ひとえに、皆様方のご

尽力の賜物と有難く厚く御礼申し上げます。 

プレゼントツリーがスタートした 2005 年当時、日本の木材自給率は 20％程度でした。国産材が思うように

売れず、経済的理由によって、木を伐った後再植林できないはげ地が拡がっていく、「皆伐放棄地問題」がクロ

ーズアップされていました。そんな場所を天然林の姿に戻していくことも、プレゼントツリーの大きな使命で

した。 

17 年経った現在、木材自給率は 40％にまで回復していますが、相変わらず全国の造林未済地は拡がっていま

す。今、特に顕在化しているのは、森林所有者の高齢化問題です。プレゼントツリーの森の周辺地域では特に

高齢化が加速していて、自分ではもう面倒を見切れないために再植林を諦め、自然に森に戻るのを待とうとす

る地域が増えています。はげ地から森に戻るまでは 100 年かかると言われており、その間、気候変動は更に進

み、益々大きな自然災害が頻繁に起こるようになるでしょう。 

本年 2 月、漸く、熊本県球磨村にあるプレゼントツリーの森を訪ねることができました。令和 2 年 7 月豪雨

で甚大な被害が発生した地域に、皆伐放棄地対策として 15 年前に造林したプレゼントツリーの森があります。

通行止めされている林道も多く、2 か所の内 1 か所しか立ち入ることが出来ませんでしたが、周辺には未だ手

付かずの土砂災害現場も少なくない中、大きく育った照葉樹で構成されているプレゼントツリーのエリアは無

事でした。プロジェクトの意義を再確認できた視察となりました。 

はげ地を森に戻せば、土砂災害防止のみならず、多様な生き物たちの住処になり、二酸化炭素を吸収し綺麗

な酸素や水も作ってくれます。それ故、プレゼントツリーの「プレゼント」には、大切な人へのプレゼント、

という意味と、その地域の森へのプレゼント、延いては地球へのプレゼント、という意味が込められています。

100 年先まで継続する森づくりを、多くの人たちと共に実践していく決意を新たにしています。 

さて、長引く新型コロナウイルスによる影響は今期も続き、各地のプレゼントツリーの森のイベントは、なかなか思うよ

うには再開できませんでしたが、コロナ禍によって、自然とのふれあいや人々との交流の機会を模索する人たち・地域か

らの期待は、今まで以上に高まっています。それと共に、脱炭素やネイチャーポジティブに向けた潮流も相俟って、今期

は、様々な制約下にも拘わらず 7 回の森づくりイベントを開催、新たに 5 か所の森林整備協定を締結することができまし

た。 

 一方、超高齢化・人口減少時代を象徴する「アーバン・シードバンク（URBAN SEED BANK）」プロジェク

トについては、林業絶滅自治体における森林整備の在り方を模索しつつも、暫くの間地元行政との交渉が途絶

えていましたが、2021 年 7 月の伊豆山地区土石流災害を契機に、森林所有者の意向調査が開始され交渉が再開

しました。都市に居ながらにして取り組める森林保全活動、体感できる SDGｓ教育として、「里山 BONSAI ワ

ークショップ」を採用頂く機会も継続的に増えており、今期はオンラインでの開催を含めて 7 回の実施となり

ました。シードバンクを都市で育て、日本の在来植物を守り、都市の生物多様性を向上させ、里山に人と資金

を流し、かつ、障がい者の方々との協働を実践する仕組みである"アーバン・シードバンク"と、コア事業であ

る"プレゼントツリー"、双方の実施により SDGｓ17 のゴールの内 8 つの取組に繋がります。 

併せてこれからの日本の発展のためのソリューションとして機能させて参りますので、皆様からの変わらぬ

ご厚誼をお願い申し上げます。 
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以下、活動報告に代えて決算のポイントを申し添えます。（別添：認定 NPO 法人環境ﾘﾚｰｼｮﾝｽﾞ研究所 財務

諸表経年比較【2007 年 3 月期～2022 年 3 月期】 参照） 

 

1．経常収入について 

1)経常収入の内訳については次の通りで、安定的に皆様からのご寄附・補助金等により支えられており、謹ん

で深謝申し上げます。 

勘定科目 2019 年度 2020 年度 2021 年度 
会費入会金収入 50,000 0.08% 120,000 0.08% 140,000 0.04% 
寄付金収入 44,298,909 73.01% 146,818,383 95.11% 324,882,528 92.81% 
補助金等収入 9,622,570 15.86% 4,494,155 2.91% 20,897,161 5.97% 
事業収入 6,424,935 10.59% 2,637,483 1.71% 3,890,690 1.11% 
雑収入（その他収益） 276,554 0.46% 290,820 0.19% 231,700 0.07% 
受取利息（その他収益） 46 0.00% 0 0.00% 0 0.00% 
経常収入合計 60,673,014 100.00% 154,360,841 100.00% 350,042,079 100.00% 

 

2) 期間損益を反映させるための科目として仕掛かり事業費を計上していましたが、これを取りやめ、前期より

「特定資産」を計上しています。次期以降の森林再生事業の支出のための科目です。 

3）新規植栽地が順調に開拓できていること、脱炭素や ESG 投資へのムーブメントが継続し企業の森林再生へ

の注目度が高まっていること等を背景に、当期は前期以上に多くのご支援を頂くことが出来ました。 

 

2． 新年度の方針 

1）“プレゼントツリー”は、前年度に 5 つの新規協定がスタートいたしましたが、里親の募集も順調なため、

更に増やす所存です。 

2）“アーバン・シードバンク”は、在宅での SDGｓ・環境教育の一環として、オンラインセミナーのお申入れ

が増えており、これらへの対応強化と共に、熱海市との協働に向けた交渉を再開します。 

3）web サイトと仕組みの精査・改訂を順次進めておりますが、特に、プレゼントツリーの協定期間は 10 年と

非常に長期に亘るため、証明書の発行と植栽管理に間違いの無いよう、新年度も改善に取組みます。 

 

当所はこれからも、持続可能な社会の仕組みづくりに邁進いたしますので、引き続きよろしくご支援賜りま

すよう、お願い申し上げます。 

 

お問い合わせ先******************************************* 

認定 NPO 法人環境リレーションズ研究所 

法人運営事務局長 前野郁子 

e-mail：imaeno@ebagency.jp 

東京都千代田区神田小川町 2-3-12 神田小川町ビル８階 

℡.03-5283-8143  Ｆａｘ.03-3296-8656 

******************************************* 



NPO法人環境ﾘﾚｰｼｮﾝｽﾞ研究所
自 2021年 4月 1日    至 2022年 3月31日

(単位:円)
金額 備考

Ⅰ 経常収益
１．受取会費
　　会費入会金収入 140,000
２．受取寄付金
　　寄付金収入 324,882,528
３．受取助成金等
　　補助金等収入 20,897,161
４．事業収益
　　ＰｒｅｓｅｎｔＴｒｅｅ事業収入 3,890,690
その他収入 0

５．その他収益
　　受取利息 1,497
　　雑収入（その他収益） 231,700
　　雑収入（還付等） 0
経常収益計 350,043,576

Ⅱ 経常費用
　　１．事業費
 (１)  人件費

人件費 0
人件費計 0

 (２)  その他経費
仕入 2,479,925
荷造運賃発送費 13,302
サンプル費 0
リース料 0
交際費 77,197
会議費 135,698
旅費交通費 3,567,829
通信費 362,508
広告宣伝費 0
販売手数料 0
販売促進費 0
消耗品費 315,643
車両費 40,875
雑費 0
外注費 29,477,930
業務委託費 24,274,800
寄付金 1,795,500
支払手数料 255,870
諸会費 0
賃借料 0
少額交際費 0
租税公課 300
保険料 25,716
支払報酬 0
他勘定振替 0
その他経費計 62,823,093

　　事業費計 62,823,093
　　2．管理費
 (１)  人件費

給料手当
雑給
法定福利費 12,909
福利厚生費 12,360
人件費計 25,269

 (２)  その他経費
外注費 14,564,000
荷造運賃発送費 815
広告宣伝費
交際費 22,315
会議費
旅費交通費 3,083
通勤費 820
通信費
消耗品費 3,363
事務用品費
新聞図書費
諸会費 2,695
支払手数料 485,479
車両費
リース料
保険料 45,140
支払報酬 420,750
寄付金 4,000
減価償却費
賃借料
租税公課 319,175
雑費
法人税等 70,000
その他経費計 15,941,635

　　管理費計 15,966,904
経常費用計 78,789,997
　　当期経常増減額 271,253,579

Ⅲ 経常外収益
　  経常外収益計 0
Ⅳ 経常外費用
１．過年度損益修正損

　  経常外費用計 0

当期正味財産増減額 271,253,579
前期繰越正味財産額 116,981,917
次期繰越正味財産額 388,235,496

令和３年度特定非営利活動に係る活動計算書

科　　　目



NPO法人環境ﾘﾚｰｼｮﾝｽﾞ研究所 税務按分計算書

(単位:円)

決算額 非収益事業 収益事業
備考　・　税務収益区分事業収入

比率
Ⅰ 経常収益
１．受取会費
　　会費入会金収入 140,000 140,000
２．受取寄付金
　　寄付金収入 324,882,528 324,882,528
３．受取助成金等
　　補助金等収入 20,897,161 20,897,161
４．事業収益
　　ＰｒｅｓｅｎｔＴｒｅｅ事業収入 3,890,690 2,792,639 1,098,051
その他収入 0 0 0

５．その他収益
　　受取利息 1,497 1,492 5
　　雑収入（その他収益） 231,700 231,700 0
　　雑収入（還付等） 0 0 0 収益事業比率
経常収益計 350,043,576 348,945,520 1,098,056 0.31%

Ⅱ 経常費用
　　１．事業費
 (１)  人件費

人件費 0 0 0
人件費計 0 0 0

 (２)  その他経費
仕入 2,479,925 1,540,000 939,925
荷造運賃発送費 13,302 13,302 0
サンプル費 0 0 0
リース料 0 0 0
交際費 77,197 77,197 0
会議費 135,698 135,698 0
旅費交通費 3,567,829 3,567,829 0
通信費 362,508 362,508 0
広告宣伝費 0 0 0
販売手数料 0 0 0
販売促進費 0 0 0
消耗品費 315,643 315,643 0
車両費 40,875 40,875 0
雑費 0 0 0
外注費 29,477,930 29,477,930 0
業務委託費 24,274,800 24,274,800 0
寄付金 1,795,500 1,795,500 0
支払手数料 255,870 255,870 0
諸会費 0 0 0
賃借料 0 0 0
少額交際費 0 0 0
租税公課 300 300 0
保険料 25,716 25,716 0
支払報酬 0 0 0
他勘定振替 0 0 0
その他経費計 62,823,093 61,883,168 939,925

　　事業費計 62,823,093 61,883,168 939,925
　　2．管理費
 (１)  人件費

給料手当 0 0 0
雑給 0 0 0
法定福利費 12,909 12,869 40
福利厚生費 12,360 12,322 38
人件費計 25,269 25,191 78

 (２)  その他経費
外注費 14,564,000 14,518,315 45,685
荷造運賃発送費 815 813 2
広告宣伝費 0 0 0
交際費 22,315 22,245 70
会議費 0 0 0
旅費交通費 3,083 3,074 9
通勤費 820 818 2
通信費 0 0 0
消耗品費 3,363 3,353 10
事務用品費 0 0 0
新聞図書費 0 0 0
諸会費 2,695 2,687 8
支払手数料 485,479 483,957 1,522
車両費 0 0 0
リース料 0 0 0
保険料 45,140 44,999 141
支払報酬 420,750 419,431 1,319
寄付金 4,000 4,000 0
減価償却費 0 0 0
賃借料 0 0 0

租税公課 319,175 234,653 84,522
消費税は事業収益、雑収入（その他収益)の比
で按分

雑費 0 0 0
法人税等 70,000 0 70,000
その他経費計 15,941,635 15,738,345 203,290

　　管理費計 15,966,904 15,763,536 203,368
経常費用計 78,789,997 77,646,704 1,143,293
　　当期経常増減額 271,253,579 271,298,816 ▲45,237

Ⅲ 経常外収益
　  経常外収益計 0 0
Ⅳ 経常外費用
１．過年度損益修正損 0 0 0

　  経常外費用計 0 0 0

当期正味財産増減額 271,253,579 271,298,816 ▲45,237
前期繰越正味財産額 116,981,917
次期繰越正味財産額 388,235,496

科目

令和３年度特定非営利活動に係る活動計算書

自 2021年 4月 1日    至 2022年 3月31日



NPO法人環境ﾘﾚｰｼｮﾝｽﾞ研究所
2022年 3月31日現在

(単位:円)

Ⅰ資産の部 Ⅱ負債の部
１．流動資産 406,559,648１．流動負債 25,776,172
現金･預金 57,564,214未払金 25,386,690
未収金 898,579未払法人税等 70,000
商品 73,170未払消費税等 317,300
特定資産① 348,023,685預り金 2,182

２．固定資産 7,452,020２．固定負債 0
（１）有形固定資産 7,452,020
土地 7,452,020負債合計 25,776,172
（２）無形固定資産 0 Ⅲ正味財産の部
工業所有権 0
ソフトウェア 0前期繰越正味財産 116,981,917
（３）投資その他の資産 0

当期正味財産増加（減少）額 271,253,579

正味財産合計 388,235,496
資産合計 414,011,668負債及び正味財産合計 414,011,668

貸借対照表



１．重要な会計方針
財務諸表の作成は、ＮＰＯ法人会計基準(2010年7月20日　2017年12月12日最終修正　ＮＰＯ法人会計基準協議会)によっています。
同基準では、特定非営利活動促進法第28条第1項の収支計算書を活動計算書と呼んでいます。

(１)　棚卸資産の評価基準及び評価方法
最終仕入原価法による原価法を採用しております。

(２)　消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込経理方式によっています。

２．事業別損益の状況
別紙のとおり

３．その他

以上

財務諸表の注記

　（１）貸借対照表の流動資産に計上されている特定資産①は、次期以降の森林再生事業の支出のために計
上したものです。



11月

【Present Tree】 2021年度 活動ハイライト

4月

ロクシタン植樹セレモニー＠
PT inくまもと山都

⾥山BONSAIワークショップ

7〜8月

4月

5月

3月

「クリクラの森」植樹イベント開催

29日（土）「クリクラ」
植樹イベント＠PT笛吹芦川

10日（土）、二コラ・ガイガーCEO出
席。くまモンも駆けつけ、継続的な森
づくりを表明。

6月
森林整備協定式

30日（水）「プレゼントツ
リーinくまもと山都Ⅱ」の
協定式が執り⾏われました。

10月

三機工業様育樹イベント
@PT in甲斐

2日（土）「感謝の森」に
て、会⻑・社⻑も出席す
る恒例の育樹イベントを
開催.

5月
6月

7月

８月
９月

10月
11月

3月

4月

12月

Present Tree inくまもと山都
第1回植樹イベント開催

10日（土）〜11日（日）、PT inくま
もと山都第1回植樹イベントツアーを
1泊2日で開催。

MUFGの10万本植樹
プロジェクトがスタート︕

6日（日）MUFG植樹イベント
＠PT笛吹境川

8/14日（土）⻄武池袋本店に
て、里山BONSAIワーク
ショップを開催。

8/17日（火）東京都檜原村
にて、森林整備協定式が執
り行われました。

森林整備協定式＠

オンラインワークショップも開催

8/10（火）ブロードリーフ

7/7（水）日清製粉グループ本社

森林整備協定式

15日（月）「プレゼントツ
リーin みやぎ大崎」第3弾

22日（月）プレゼントツリーin

笛吹芦川＆境川第2弾。NHK甲
府夕方のニュースで紹介。

12月
⾥山BONSAIワークショップ

19日(日) ⻄武池袋本店の屋上

10日(金) エコプロ2021

Present Tree inくまもと山都
第2回植樹イベント開催

GIC植樹イベント@PT in東京

26日（土）〜27日（日）、PT in
くまもと山都第2回植樹イベント
ツアーを1泊2日で開催。

11日（土）、GICがPT in東京
で植樹イベントを開催。

19日(土) 板
橋区エコポリ
スセンター

⾥山BONSAIワークショップ

11/27 (土)ブロードリーフ

オンラインワークショップも開催


